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●施設概要 

□場所    田辺市紺屋町１４４番 

  □構造      鉄骨造 ２階建て 

 □延床面積    １４８．７４㎡ 

  □避難スペース  【室内】５７．７６㎡ 

【屋外】８３．４９㎡ 

□タワーの高さ  【屋外避難フロア】１３．２８ｍ 

           【室内避難フロア】 ９．８５ｍ 

  □避難収容人数  約２８０人（１㎡２人で換算） 

□避難昇降    階段、スロープ 

□その他の設備  備蓄倉庫 

簡易トイレスペース 

避難誘導灯 

           照明器具及びコンセント 

    太陽光発電設備 

    蓄電池     ほか 

 

●総事業費   ２３６，１７７千円 

 

●事業実施年度   令和元年度～令和２年度 

 

●施工者    建築工事  東宝建設株式会社 

    電気設備工事  株式会社光明電設 

 

●設計・監理   設計      竹内建築設計研究所 

    施工監理  ブレイン１級建築設計事務所 

会津川左岸地区津波避難施設整備事業概要 



 

 

スロープ 

津波避難タワーの特徴 

センサー式避難誘導灯（蓄電式） 

太陽光発電 感震ボックス（震度５弱で解錠） 

簡易トイレスペース 

ベンチ 室内避難スペース 

電源コンセント（蓄電式） 室内照明（蓄電式） 

備蓄倉庫 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

津 波 避 難 タ ワ ー の 高 さ 

お 問 合 せ 先 

田辺市総務部危機管理局 防災まちづくり課 

TEL：（0739）26-9976 

FAX：（0739）22-5310（代表） 

MAIL：bousai@city.tanabe.lg.jp 

 

※ 基準水位とは、津波が建物などにあたった際のせり上がりを考慮した地盤面からの高さ 

屋上避難フロア 

１３．２８ｍ 

室内避難フロア 

９．８５ｍ 

基準水位（※） 

６．５ｍ 

▶ 

▶ 

▶ 


